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スペース変化の可視化により、オフェンスの連携構造を
定量化し、熟練度の違いが連携に与える影響を明らかにす
る

背景

目
的熟練度の違いが役割の切り替えに伴う連携構造に現れるだろう

オンライン経済ゲーム実験を用いた社会の協力を促すAIエージェントの
探究

目的
• 社会的ジレンマを模した経済ゲームにおいて，人はAIエージェントと
協力できるか？

• AIが間違いを犯した時に，人はAIを再び信頼できるようになるか？

意思決定にAIが影
響

選択肢B

選択肢A

• AIの発展に伴い，意思決定支援や自動化の場面で
AIが介入する状況が増加

• AIによる意思決定が人間の判断に影響を与えることが避けられない
• 現実でよく起こる社会的ジレンマ状況で，AIによって協力行動が促
進される可能性もあれば，その逆の可能性もある
• 社会的ジレンマ：個人の合理的な選択が集団全体の最適な結果と
一致しないために協力が成立しにくくなる構造
例：気候変動や感染症の対策

• AIエージェントと人の相互作用の仕方が鍵

• AIエージェントがユーザーに誤った回答を提供したり，嘘をついた
りするとエージェントへの信頼が崩壊する

• 信頼を再構築するためには，エージェントの応答の仕方が重要

→熟練度の違いは役割の切り替えに現れるだろう

方法
人 vs AIエージェントの繰り返し囚人のジレンマゲームのオンライン実験を実施

結果

※ただし，有意差はなし




